
江
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幕
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西
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戸
幕
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代
官
寺
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も
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た
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も
と元元
の
年
賀
状

の
年
賀
状

　

江
戸
時
代
後
期
の
幕
府
代
官
で
あ
っ
た
寺
西
封
元
は
、
主

導
し
た
施
策
が
領
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
仁
政
碑
・
頌

し
ょ
う

徳と
く

碑ひ

・
生せ

い

祠し

等
が
生
存
中
か
ら
各
地
で
建
立
さ
れ
、
歴
代
の
代

官
の
中
で
も
名
代
官
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　

封
元
は
浅
野
家
旧
臣
で
あ
っ
た
寺
西
弘
篤
の
子
と
し
て
寛

延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
安
芸
国
豊
田
郡
三
原
（
広
島
県
三

原
市
）
で
生
ま
れ
、
幼
名
を
畔く

ろ
ま
つ松

、
通
称
を
重
次
郎
と
称
し

た
。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
幕
府
の
徒か

ち士
に
取
り
立
て
ら

れ
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
二
月
に
御お

徒か
ち
ぐ
み組

頭
が
し
ら

と
な
り
、

松
平
定
信
政
権
下
の
同
年
六
月
に
は
陸
奥
国
塙
代
官
・
小
名

浜
代
官
に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
封
元
は
、
心
学
の
影
響

を
受
け
た
「
寺
西
八
ヵ
条
」
と
『
子
孫
繁
昌
手
引
草
』
を
印

刷
し
て
領
内
に
配
布
し
、
子
供
の
間
引
き
や
堕
胎
の
防
止
に

努
め
、
小
児
養
育
金
制
度
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
天
明
の
飢

饉
で
荒
廃
し
た
農
村
復
興
策
の
一
環
で
あ
っ
た
。
文
化
十
一

年
（
一
八
一
四
）
四
月
に
は
桑
折
代
官
に
転
じ
、
そ
の
後
に

は
川
俣
代
官
領
の
多
く
を
も
管
轄
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
は
、
封
元
が
正
月
二
日
付
で
幕
府
代
官
の
小
野

田
信
利
宛
に
出
し
た
典
型
的
な
年
始
の
挨
拶
状
で
あ
る
。
信

利
は
、
通
称
を
吉
次
郎
・
三
郎
右
衛
門
と
称
し
、
名
代
官
と

し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
二
月

二
十
三
日
に
老
齢
に
よ
り
代
官
を
免
じ
ら
れ
て
い
る
。
文
書

の
書
き
止
め
文
言
は
「
恐
惶
謹
言
」
で
、
宛
所
の
位
置
も
比

較
的
高
く
、
敬
称
は
様
書
き
で
、
書
札
礼
は
概
ね
厚
礼
で
あ

る
。
文
書
の
筆
跡
か
ら
封
元
の
自
筆
書
状
と
み
ら
れ
る
。

　

封
元
は
、
文
政
十
年
二
月
十
八
日
に
桑
折
陣
屋
で
没
し
て

い
る
。
享
年
七
十
九
。
墓
所
は
無
能
寺
（
福
島
県
桑
折
町
）
で
、

五
輪
塔
や
墓
碑
が
建
っ
て
い
る
。
ま
た
、
寺
西
家
菩
提
所
の

南
泉
寺
（
東
京
都
荒
川
区
）
に
は
文
政
十
二
年
十
一
月
に
子

息
で
桑
折
代
官
の
元も

と
な
が栄

が
建
立
し
た
墓
碑
が
あ
る
。

　

こ
の
文
書
は
年
号
の
記
載
が
な
い
が
、
寛
政
六
年
か
ら
文

政
十
年
の
間
の
も
の
で
あ
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）
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田
村
郡
小お

塩し
お

村
（
現
小
野
町
）
の
草
野

家
は
、
『
手
本
速
覧
記
』
（
大
塚
一
二
氏
寄

贈
文
書
六
）
と
題
す
る
、
上
中
下
巻
の
三

冊
の
巡
覧
記
を
所
蔵
し
て
い
た
。
序
文
に

よ
れ
ば
、
小
塩
村
か
ら
諸
国
巡
覧
に
旅

立
っ
た
草
野
喜
平
太
が
、
旅
先
の
様
子
を

描
写
し
、
廻
国
行
脚
を
志
す
後
人
の
手
引

草
と
な
る
の
を
望
み
、
本
書
を
残
し
た
。

本
文
に
は
多
数
の
挿
絵
も
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
筆
者
の
懸
命
さ
が
伝
わ
る
独
特
な
筆

致
で
あ
る
。
乱
筆
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
る

と
、
思
い
の
ま
ま
筆
を
執
っ
た
草
稿
と
み

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

旅
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
八
月

十
三
日
に
始
ま
り
、
上
巻
は
下
野
・
武
蔵
・

甲
斐
・
尾
張
・
伊
勢
・
大
和
・
近
江
・
摂
津
・

讃
岐
・
備
後
・
長
門
・
豊
前
な
ど
を
巡
る

翌
年
二
月
ま
で
、
中
巻
は
筑
前
・
肥
前
・

薩
摩
・
日
向
・
豊
前
・
長
門
な
ど
を
巡
る

翌
々
年
二
月
ま
で
、
下
巻
は
石
見
・
因
幡
・

若
狭
・
能
登
・
越
後
・
出
羽
・
陸
奥
な
ど

を
巡
る
翌
々
々
年
七
月
ま
で
記
述
さ
れ
て

お
り
、
約
三
年
に
及
ぶ
旅
で
あ
る
。
記
載

内
容
は
、
町
村
間
の
距
離
や
、
船
賃
・
番

所
・
道
標
・
名
物
な
ど
の
情
報
に
加
え
、

各
地
の
方
言
や
、
地
元
民
と
の
や
り
取

り
、
聞
き
取
っ
た
伝
承
な
ど
で
あ
る
。
ま

た
、
喜
平
太
の
記
述
と
言
動
か
ら
、
巡
拝

者
を
自
称
す
る
信
心
深
い
人
物
と
読
み
取

れ
る
一
方
、
頻
繁
に
湯
治
し
て
お
り
、
温

泉
を
好
ん
だ
一
面
も
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

本
文
の
一
例
に
現
石
川
県
域
の
記
述
を

示
し
た
い
。
六
月
三
日
に
加
賀
へ
入
っ
た

喜
平
太
は
、
金
沢
城
を
眺
め
て
絵
に
残

し
、
能
登
街
道
の
高
松
宿
（
現
か
ほ
く
市
）

を
経
て
能
登
に
入
り
、
六
月
二
十
一
日
に

福ふ
く

浦ら

村
（
現
志
賀
町
）
を
通
り
奥
能
登
の

總そ
う

持じ

じ寺
祖そ

院い
ん

に
参
拝
。
南
進
し
、
港
町
七

尾
（
現
七
尾
市
）
に
至
り
、
約
六
千
軒
の

町
並
み
で
大
船
が
多
い
と
記
述
。
二
宮
（
現

中
能
登
町
）
か
ら
越
中
に
入
っ
た
。
越
中

で
も
越
中
舟
橋
・
立
山
・
愛
本
刎
橋
と
い
っ

た
名
所
を
訪
れ
、
そ
の
姿
を
描
い
た
。

　

喜
平
太
の
旅
立
ち
か
ら
約
七
十
年
後
、

夏
井
村
大
字
塩
庭
（
現
小
野
町
）
の
草
野

喜
平
が
本
書
を
眺
め
、
書
き
込
み
を
残
し

て
い
る
。
本
書
が
、
遠
く
離
れ
た
地
に
思

い
を
馳
せ
る
装
置
と
し
て
機
能
し
た
の
で

あ
ろ
う
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

近
世
中
後
期
、
家
相
へ
の
関
心
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
家
相
を
学
ぶ
者
も
増
え
て

い
く
。
家
相
は
、
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
き
、

屋
敷
地
の
形
や
建
物
の
配
置
、
間
取
り
か

ら
吉
凶
を
占
う
も
の
で
、
家
相
判
断
を
行

う
に
は
、
家
相
に
精
通
し
た
人
物
へ
の
入

門
な
ど
を
通
し
て
、
知
識
を
習
得
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
家
相
伝
授
の
実
態
は
、
本

誌
第
五
十
六
号
に
よ
り
、
近
世
後
期
の
南

奥
羽
で
は
伊
達
郡
森
山
村
（
現
国
見
町
）

の
佐
久
間
純
重
が
師
と
な
る
例
を
示
し

た
。
本
稿
で
は
、
白
川
郡
戸
塚
村
（
現
矢

祭
町
）
藤
井
家
の
史
料
か
ら
、
家
相
の
師

弟
関
係
を
よ
り
明
確
に
し
た
い
。

　

藤
井
家
に
は
、
家
相
に
関
連
す
る
史
料

が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
内
の
記

述
な
ど
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
。
藤
井
正
智
の
四
男
正

長
は
、
家
相
に
関
心
を
持
ち
、
前
述
の

佐
久
間
純
重
に
弟
子
入
り
し
、
天
保
六

年
（
一
八
三
五
）
四
月
に
『
家
相
四
神
中

央
之
巻
』
と
い
っ
た
秘
伝
書
・
巻
物
・
口

伝
を
伝
授
さ
れ
た
。
純
重
か
ら
家
相
を
学

ん
だ
正
長
は
、
練
習
・
実
践
の
た
め
家
相

図
も
多
数
描
き
残
し
た
が
、
伝
授
も
束
の

間
、
四
ヶ
月
後
に
正
長
は
亡
く
な
る
。
純

重
か
ら
の
口
伝
は
こ
の
時
点
で
亡
失
す
る

も
、
正
長
の
弟
で
あ
る
正
竃
は
、
兄
の
秘

伝
書
・
巻
物
を
写
し
取
っ
て
大
切
に
保
管

し
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
天
保
十
年
以
前
、
正
竃
は
兄

と
同
じ
く
家
相
を
学
ぶ
た
め
、
純
重
に
弟

子
入
り
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
よ

う
に
、
同
年
四
月
に
純
重
か
ら
『
東
巽
南

坤
西 

玄
機
禄
大
略
麒
麟
巻 

乾
』
が
伝
授

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
初
夏
に
松
泉

館
が
作
成
し
た
家
相
図
（
上
図
、
藤
井
二

郎
家
文
書
（
そ
の
二
）
二
〇
）
も
残
さ
れ

て
い
る
。
松
泉
館
も
純
重
を
指
す
名
で
あ

る
。
上
図
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
お
り
、
家

相
の
判
断
材
料
と
し
て
、
屋
敷
主
の
干
支

を
「
乙
亥
」
と
記
し
て
い
る
。
乙
亥
が
正

竃
の
干
支
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
描
か
れ

て
い
る
の
は
当
時
の
正
竃
の
屋
敷
で
あ
ろ

う
。
こ
の
家
相
図
は
、
純
重
・
正
竃
の
師

弟
関
係
の
証
か
つ
家
相
の
手
本
も
兼
ね
て

正
竃
へ
与
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

以
降
、
正
竃
は
純
重
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

秘
伝
書
を
伝
授
さ
れ
、
書
写
に
励
ん
で
お

り
、
中
に
は
純
重
が
京
の
家
相
家
松
浦

泉せ
ん
り
ん隣

か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
秘
伝
書
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）
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佐
久
間
純
重
・
藤
井
正
竃
ら

　

に
み
る
家
相
の
師
弟
関
係

約
三
年
に
及
ぶ
諸
国
巡
覧
と

　
　
　
　
　

『
手
本
速
覧
記
』

天 保 10 年 （1839） 初 夏 〔家 相 図〕
（藤 井 二 郎 家 文 書 （そ の 2）20）

〔手 本 速 覧 記 下 巻〕（大 塚 一 二 氏 寄 贈 文 書 6）
よ り 能 登 總 持 寺 祖 院 ・ 加 賀 白 山 遠 望



　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
十
五
日
、

明
治
政
府
は
、
国
の
所
有
・
所
管
に
属
す

る
由
緒
あ
る
景
勝
地
な
ど
を
「
公
園
」
と

す
る
と
定
め
、
各
府
県
に
候
補
地
の
選
定

を
命
じ
た
。
い
わ
ゆ
る
近
代
公
園
制
度
の

始
ま
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
全
国
で
調
査
が
行
な
わ

れ
、
三
県
合
併
前
の
福
島
県
（
主
に
中
通

り
地
方
を
管
轄
）
か
ら
も
「
当
県
ニ
テ
ハ

信
夫
山
ニ
若
ク
モ
ノ
ナ
シ
」
「
然
ラ
ハ
此

ノ
地
ヲ
永
ク
公
園
ニ
被
定
可
然
」
と
す
る

申
上
書
が
同
年
四
月
二
十
四
日
に
提
出
さ

れ
て
い
る
（
「
偕
楽
地
之
儀
ニ
付
申
上
書
」

明
治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文
書
二
九
七

所
収
）
。

　

信
夫
山
（
標
高
二
七
五
メ
ー
ト
ル
）
は

現
在
の
福
島
市
に
位
置
し
、
熊
野
山
・
羽

黒
山
・
羽
山
の
三
峰
で
構
成
さ
れ
る
こ
と

か
ら
「
信
夫
三
山
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
各
峰
の
名
称
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ

う
に
、
古
来
よ
り
山
岳
信
仰
の
対
象
と
も

さ
れ
て
き
た
。

　

申
上
書
で
は
、
「
此
ノ
山
ハ
福
島
県
庁

ヲ
距
ル
十
八
町
、
特
立
ノ
孤
山
ニ
シ
テ
他

山
ノ
脈
絡
相
接
セ
ズ
」
と
紹
介
し
、
眺
望

の
美
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
讃

え
て
い
る
。

　
　

下
瞰
ス
レ
ハ
福
島
市
街
ノ
繁
華
ナ
ル

　
　

恰
モ
蜃
楼
仙
閣
ノ
如
ク
、
行
旅
往
来

　
　

ノ
絡
繹
ス
ル
寸
馬
豆
人
ニ
似
タ
リ
。

　
　

古
人
詩
ニ
賦
シ
歌
ニ
詠
シ
テ
、
孤
山

　
　

・
草
山
・
信
夫
山
・
篠
生
山
・
青
葉

　
　

山
等
ノ
称
ア
リ
。
秋
ノ
寝
覚
集
ニ
時

　
　

鳥
・
鹿
・
楓
・
鶯
・
桜
ノ
名
所
ト
ア

　
　

リ
。
〔
中
略
〕
夫
名
勝
ノ
若
キ
ハ
則

　
　

枚
挙
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。

　

福
島
県
か
ら
の
提
案
は
、
同
年
五
月

十
四
日
に
「
書
面
申
立
之
通
可
取
計
」
と

認
め
ら
れ
、
公
園
と
す
る
範
囲
を
検
討
す

る
よ
う
指
示
が
下
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
七
年
九
月
十
二
日
、
一

年
以
上
に
わ
た
る
調
査
を
経
て
、
信
夫
山

の
う
ち
五
ヶ
所
（
合
計
五
万
一
二
〇
二

坪
）
を
対
象
と
し
た
「
岩
代
国
信
夫
郡

信
夫
山
ノ
内
公
園
実
測
絵
図
面
差
出
候

儀
ニ
付
上
申
書
」
（
庄
司
家
寄
託
文
書
Ⅱ

二
一
九
〇
所
収
）
が
提
出
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
時
に
提
出
さ
れ
た
全
体
図

で
は
細
か
い
部
分
が
分
か
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
、
翌
十
月
二
十
日
（
『
福
島
市
史
』

の
「
七
月
二
十
日
」
は
誤
植
）
に
「
箇
所

毎
ニ
壱
枚
ツ
ヽ
ノ
図
」
の
追
加
作
成
を
命

じ
ら
れ
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
信
夫
山
公
園
は

誕
生
し
、
今
年
、
開
園
一
五
〇
周
年
を
迎

え
る
。�

（
山
田 

英
明
）

　

本
年
（
二
〇
二
四
）
は
、
明
治
三
十
七

年
（
一
九
〇
四
）
の
日
露
戦
争
開
戦
か
ら

一
二
〇
年
に
当
た
る
。
当
館
に
収
蔵
さ
れ

る
日
露
戦
争
関
連
史
料
に
注
目
す
る
と
、

「
従
軍
日
記
一
万
文
字
」
（
堀
江
正
樹
家
文

書
九
一
三
）
と
題
さ
れ
る
記
録
が
存
在
す

る
。
伊
達
郡
梁
川
町
（
現
伊
達
市
）
に
生

ま
れ
、
日
露
戦
争
で
従
軍
通
訳
を
勤
め
た

堀
江
覚
治
と
い
う
人
物
が
、
戦
時
中
に
経

験
し
た
事
柄
に
つ
い
て
一
か
ら
百
ま
で
見

出
し
を
振
っ
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
史
料
は
、
明
治
三
十
七
年
七
月
五
日

の
東
京
新
橋
出
発
か
ら
、
日
本
海
海
戦
勝

利
の
報
が
堀
江
の
も
と
へ
届
い
た
翌
年
六

月
頃
ま
で
の
約
一
年
間
を
対
象
と
し
て
い

る
。
内
容
と
し
て
、
戦
闘
の
概
況
や
所
感
、

駐
留
地
と
な
っ
た
満
洲
の
風
土
、
地
域
住

民
と
の
交
流
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け
戦
闘
直
後
の
様
子
に
関
し
て
、
彼

が
遼
陽
会
戦
や
奉
天
会
戦
な
ど
の
激
戦
に

参
加
し
た
第
四
軍
の
司
令
部
付
だ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
描
写
が
非
常
に
生
々
し

い
点
が
特
徴
的
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
表
題
に
「
日
記
」
と
あ
る
が
、

序
文
内
で
「
閣
下
」
の
上
覧
を
企
図
し
日

記
原
本
か
ら
抜
書
し
た
も
の
だ
と
記
さ
れ

て
い
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。
つ
ま
り
当

史
料
は
い
わ
ゆ
る
日
記
（
一
次
史
料
）
で

は
な
く
、
編
纂
物
（
二
次
史
料
）
と
捉
え

る
方
が
妥
当
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
通
訳
な
ら
で
は
の
記
載
を
挙
げ
る

な
ら
ば
、
見
出
し
番
号
九
十
一
「
家
主
の

偶
語
」
は
好
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
ロ
双

方
の
兵
士
に
家
を
貸
し
た
清
国
人
家
主
と

堀
江
と
の
対
話
を
記
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
乱
暴
だ
が
金
離
れ
の
よ
い
「
大

ダ
ー
ピ
ー
ズ鼻

」

（
ロ
シ
ア
兵
の
蔑
称
）
と
、
温
厚
だ
が
金

を
出
し
渋
り
、
か
つ
長
期
間
居
候
す
る

「
日

リ
ー
ペ
ン
ズ本

」
と
で
は
前
者
が
よ
い
と
家
主
は

呟
き
、
こ
れ
を
聞
い
た
堀
江
が
「
こ
れ
が

真
情
か
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
清
国

語
が
堪
能
な
当
人
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
汲
み

取
る
こ
と
が
で
き
た
、
戦
地
清
国
の
一
住

民
の
あ
る
が
ま
ま
の
心
境
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
当
史
料
に
は
こ
の
よ
う
な
地
域

住
民
と
の
交
流
の
記
録
が
他
に
も
含
ま
れ

る
が
、
そ
の
全
て
に
お
い
て
清
国
語
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

堀
江
は
清
国
語
通
訳
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
彼
が
通
訳
を
勤
め
た
こ
と
自
体
に

つ
い
て
は
『
福
島
県
史
』
第
二
十
二
巻
（
各

論
編
八　

人
物
）
な
ど
で
既
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
か
か
る
点
に
言
及
し
た

文
献
は
管
見
の
限
り
な
い
た
め
本
稿
で
指

摘
し
た
い
。�

（
片
村 

峰
雪
）
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幕
末
維
新
の
剣
客
集
団
と
い
え
ば
新
選

組
が
有
名
だ
が
、
同
様
の
集
団
に
新
徴
組

が
あ
る
。
両
者
は
将
軍
家
茂
の
上
洛
時
に

募
集
さ
れ
た
浪
士
組
を
淵
源
と
し
、
京
都

に
残
っ
た
者
た
ち
が
新
選
組
、
江
戸
に

戻
っ
た
者
た
ち
が
新
徴
組
を
結
成
す
る
。

　

新
徴
組
は
庄
内
藩
の
お
預
か
り
と
さ

れ
、
主
に
江
戸
市
中
の
警
備
を
担
当
し

た
。
戊
辰
戦
争
で
は
、
発
端
と
な
っ
た
江

戸
薩
摩
藩
邸
焼
討
事
件
に
関
わ
り
、
庄
内

藩
士
と
行
動
を
共
に
し
て
新
政
府
軍
に
抵

抗
す
る
。
そ
の
後
は
、
庄
内
地
方
や
北
海

道
で
開
拓
に
従
事
し
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
、

福
島
県
選
出
の
衆
議
院
議
員
で
あ
る
朝
倉

鉄
蔵
の
も
と
に
、
元
新
徴
組
同
士
会
か
ら

一
通
の
封
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。

　

中
身
は
「
聖
旨
を
奉
体
し
て
行
動
し
た

る
も
の
な
る
に
も
拘
ら
す
、
嚮
に
司
政
者

の
誤
解
の
為
め
政
府
の
錯
誤
処
分
を
蒙
り

没
禄
の
難
に
罹
り
、
爾
来
顧
ら
れ
さ
る
」

こ
と
に
つ
い
て
「
貴
衆
両
院
に
愁
訴
嘆

願
」
す
る
と
い
う
嘆
願
書
（
朝
倉
一
郎
家

文
書
二
九
八
）
で
あ
る
。

　

嘆
願
書
に
は
「
復
禄
ニ
関
ス
ル
請
願

書
」
（
同
二
九
九
）
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
り
な
が
ら
彼
ら
の
主
張
を
辿
っ

て
み
よ
う
。

　

幕
末
以
来
、
庄
内
藩
の
指
揮
下
に
あ
っ

た
新
徴
組
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
意
識
の
な

か
で
は
自
分
た
ち
は
「
天
皇
直
隷
ノ
士
」

で
あ
り
、
孝
明
天
皇
の
叡
慮
に
よ
り
幕
府

か
ら
二
万
七
千
石
余
を
家
禄
と
し
て
与
え

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
禄
高
の
管
理
は
庄
内
藩
に
委

ね
ら
れ
て
い
た
た
め
、
戊
辰
戦
争
後
に
藩

領
と
と
も
に
没
収
さ
れ
、
庄
内
藩
の
処
分

決
定
後
（
減
封
の
上
で
会
津
へ
の
転
封
）

も
戻
っ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

　

元
新
徴
組
同
士
会
は
こ
れ
を
不
満
と

し
、
次
の
よ
う
に
訴
え
る
。

　
　
　

新
徴
組
士
ノ
領
封
ハ
畏
レ
多
ク
モ

　
　

孝
明
天
皇
陛
下
御
在
位
ノ
当
時

　
　

叡
慮
ニ
拠
リ
領
有
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ　

　
　
　

バ
万
世
不
易
タ
リ
。
況
ン
ヤ
他
人

　
　
　

ノ
罪
科
ノ
為
メ
ニ
侵
カ
サ
ル
ヽ
理

　
　
　

ナ
キ
ニ
於
テ
オ
ヤ
。

　

故
に
、
当
時
の
政
府
の
判
断
は
誤
り
で

あ
る
と
し
て
、
そ
の
復
活
を
望
ん
だ
。

　

要
路
へ
の
請
願
は
十
二
回
に
及
ん
だ

が
、
ま
っ
た
く
取
り
合
っ
て
も
ら
え
な
い

の
で
、
議
会
か
ら
も
復
禄
を
政
府
に
建
議

し
て
ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

新
徴
組
に
と
っ
て
の
幕
末
維
新
は
、
ま

だ
続
い
て
い
た
。�

（
山
田 
英
明
）

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
五
類
感
染
症
へ
移
行
さ
れ
、
感
染
症

拡
大
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
諸
事
業
の
実

施
や
資
料
の
閲
覧
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

収
蔵
資
料
展
は
三
回
開
催
し
ま
し
た
。

「
報
道
の
時
代
―
近
世
の
風
説
か
ら
近
代

の
新
聞
へ
―
」
は
、
四
月
十
五
日
か
ら
七

月
九
日
ま
で
の
会
期
で
、
令
和
五
年
に
没

後
百
年
を
迎
え
た
河
野
広
中
が
福
島
県
の

新
聞
誕
生
に
深
く
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

河
野
の
人
生
と
新
聞
の
歴
史
を
た
ど
り
、

福
島
県
内
の
事
件
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま

し
た
。
「
空
を
眺
め
て
―
江
戸
・
明
治
時

代
の
天
文
・
大
気
現
象
な
ど
―
」
は
、
七

月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
二
十
六
日
の
会

期
で
、
江
戸
・
明
治
時
代
の
人
々
が
見
聞

き
し
た
日
食
・
彗
星
・
火
球
・
幻
日
・
月

虹
・
オ
ー
ロ
ラ
と
い
っ
た
天
文
・
大
気
現

象
な
ど
に
関
す
る
史
料
を
展
示
し
ま
し

た
。
八
月
十
七
日
に
は
、
関
連
講
演
会
と

し
て
国
立
天
文
台
上
席
教
授
渡
部
潤
一
氏

に
よ
る
「
日
本
人
は
い
か
に
宇
宙
を
愛
で

て
き
た
か
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
新
公

開
史
料
展
」
は
、
十
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
二
十
四
日
ま
で
開
催
中
で
、
『
福
島
県

歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目
録
』
第
五
十
四

集
に
収
録
し
た
東
白
川
郡
ゆ
か
り
の
「
菊

池
明
夫
家
文
書
（
そ
の
二
）
」
「
白
石
禎
彦

家
文
書
（
そ
の
一
）
」
「
秦
太
一
郎
家
文
書

（
そ
の
二
）
」
「
藤
井
二
郎
家
文
書
（
そ
の

二
）
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

移
動
展
で
は
、
十
月
六
日
か
ら
十
一
月

一
日
ま
で
「
ふ
く
し
ま
の
暦
と
元
号
―
会

津
暦
と
私
年
号
を
中
心
に
―
」
を
福
島
県

立
図
書
館
で
開
催
し
、
十
月
二
十
二
日
に

は
、
福
島
を
生
き
る
講
座
「
公
年
号
と
私

年
号
―
ふ
く
し
ま
の
庶
民
間
で
生
ま
れ
た

「
私
年
号
」
と
は
―
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

七
月
一
日
の
地
域
史
研
究
講
習
会
で

は
、
只
見
線
全
線
再
開
通
一
周
年
を
記
念

し
、
関
係
自
治
体
の
学
芸
員
や
当
館
職
員

な
ど
五
名
が
奥
会
津
地
域
の
歴
史
と
文
化

に
つ
い
て
研
究
報
告
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
文
書
講
座
は
、
九
月
九
日
・
十
月
一

日
・
十
一
月
四
日
・
十
二
月
三
日
の
四
回

実
施
し
、
伊
達
市
梁
川
町
の
「
中
村
佐
平

治
家
文
書
」
に
あ
る
江
戸
時
代
の
噂
話
や

風
聞
な
ど
を
記
し
た
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

資
料
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
少
し
緩
和
し

て
事
前
予
約
優
先
制
で
対
応
し
ま
し
た
。
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